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2

秋
の
紅
葉
の
美
し
い
こ
の
季
節
、

金
剛
山
の
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

11
月
８
日（
日
）

午
前
９
時
〜
（
配
布
物
が
な

く
な
り
次
第
終
了
）

受
付

伏
見
林
道
入
口

費
用

無
料

※
ゴ
ミ
袋
と
軍
手
を
受
付
で
配
布
し

ま
す
。
ゴ
ミ
は
、
山
頂
境
内
お
よ

び
ち
は
や
星
と
自
然
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
置
場
を
設
け
ま
す
の
で
午

後
３
時
ま
で
に
お
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

産
業
振
興
課
　
1
&2
１
４
４
７

12
月
12
日
〜
25
日

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、

女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

相
談
員
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
勇
気
を
も

っ
て
お
気
軽
に
お
電
話
を
お
か
け
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

犬
に
よ
る
危
害
の
防
止
や
し
つ
け

方
な
ど
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
21
日（
土
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

藤
井
寺
保
健
所
講
堂
お
よ
び

駐
車
場

内
容講

習
内
容

犬
の
飼
い
主
の
責
務
と
犬
の
飼

い
方
、
し
つ
け
方
教
室

実
習

モ
デ
ル
犬
に
よ
る
実
習

対
象藤

井
寺
・
富
田
林
・
八
尾
保
健
所

管
内
在
住
者
で
、
犬
の
し
つ
け
に

困
っ
て
い
る
人
、
犬
の
し
つ
け
に

興
味
の
あ
る
人

定
員

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

※
な
お
、
犬
を
使
っ
て
の
実
習
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
、
犬
を
連
れ
て
の

来
場
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

藤
井
寺
保
健
所
衛
生
課

1
０
７
２（
９
５
２
）６
１
６
５

金
剛
山
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

犬
の
飼
い
方
・
し
つ
け
方
教
室

な
り
、
さ
ら
な
る
行
政
の
ス
リ
ム

化
と
聖
域
な
き
改
革
を
行
い
ま
す
。

村
が
自
立
す
る
た
め
に
は
そ
れ
だ

け
の
〝
覚
悟
〞
が
必
要
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
決
し
て
平
坦
な
道
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
覚
悟
の
も
と
、
現

在
の
千
早
赤
阪
村
元
気
プ
ラ
ン

（
平
成
21
年
度
終
了
）
を
基
本
に
、

そ
の
後
継
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
、

12
月
を
目
途
に
取
り
組
み
ま
す
。

三
点
目
は
、『
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
策
定
』
で
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
計
画
と
し

て
第
４
次
千
早
赤
阪
村
総
合
計
画

の
策
定
（
平
成
23
年
度
〜
）
に
取

り
組
み
、
将
来
の
絵
姿
を
示
し
ま

す
。
将
来
の
絵
姿
は
、
こ
の
苦
境

を
脱
し
、
〝
一
筋
の
光
明
〞
が
射

す
も
の
と
な
る
よ
う
、
着
実
な
る

行
財
政
改
革
の
推
進
に
断
固
た
る

決
意
で
臨
み
ま
す
。

最
後
に
、
自
立
〝
ち
は
や
あ
か

さ
か
〞
に
向
け
、
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ん
の
ご

理
解
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
に
河
内
長
野
市

と
の
合
併
を
表
明
し
て
以
来
、
約

２
年
半
に
及
ん
だ
合
併
協
議
は
、

平
成
21
年
９
月
30
日
付
け
の
合
併

協
議
会
廃
止
を
も
っ
て
終
わ
り
ま

し
た
。

河
内
長
野
市
と
合
併
で
き
な
か

っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、

私
の
力
不
足
を
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
心

よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
村
を
迷
走
さ
せ
た
責

任
は
大
き
い
も
の
と
自
覚
す
る
と

同
時
に
、
一
方
で
〝
自
立
の
道
〞

を
拓
く
こ
と
が
私
に
課
せ
ら
れ
た

責
務
と
考
え
、
新
し
い
村
づ
く
り

に
励
む
決
意
を
い
た
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

〜
自
立
へ
の
挑
戦
〜

村
自
立
へ
の
道
し
る
べ
1

村
自
立
へ
の
道
し
る
べ

今
後
の
取
り
組
み

今
後
、
村
が
い
か
に
し
て
自
立

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
示
す
べ

く
、
10
月
１
日
を
期
に
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
一
点
目
は
、『
新
た
な

行
政
体
制
づ
く
り
』
で
す
。

役
場
内
に
新
た
な
体
制
と
し
て
、

今
後
の
村
政
運
営
や
村
づ
く
り
に

つ
い
て
、
総
合
的
か
つ
効
率
的
、

ま
た
戦
略
的
に
取
り
組
む
た
め
、

私
を
は
じ
め
幹
部
職
員
で
構
成
す

る
「
行
政
経
営
戦
略
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
世
代
を

担
う
若
手
職
員
で
構
成
す
る
「
村

政
政
策
研
究
会
」
も
同
時
に
設
置

し
、
全
職
員
に
よ
る
村
政
運
営
に

取
り
組
み
ま
す
。

二
点
目
は
、『
さ
ら
に
思
い
切

っ
た
行
財
政
改
革
の
推
進
』で
す
。

こ
れ
ま
で
住
民
の
皆
さ
ん
に
協

力
を
得
な
が
ら
厳
し
い
行
財
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
回
、
合
併
が
破
綻
し
た

こ
と
で
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
と



セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
ご
注
意

3

〜
太
平
記
の
里
を
訪
ね
て
　

楠
公
遺
跡
を
め
ぐ
る
パ
ー
ト
Ⅱ
〜

日
時

11
月
23
日（
月
・
祝
）

午
前
９
時
集
合

集
合
場
所

滝
谷
不
動
尊
駐
車
場

コ
ー
ス

滝
谷
不
動
尊
〜
龍
泉
〜
蒲

〜
龍
泉
〜
楠
妣
庵
〜
村
民

グ
ラ
ン
ド
〜
下
赤
阪
城
跡

〜
中
学
校
前
バ
ス
停
…
滝

谷
不
動
尊
駐
車
場

定
員

２
０
０
人
（
先
着
順
、
た
だ

し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

り
ま
す
）

費
用

無
料
（
弁
当
お
よ
び
水
筒
は

各
自
で
持
参
）

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
、
参
加

者
全
員
）
・
年
齢
・
人
数
・
電
話

番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
交
通
手
段

を
明
記
の
う
え
、左
記
宛
先
ま
で
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

〒
５
８
４
―
０
０
１
２

富
田
林
市
粟
ヶ
池
町
２
９
６
９
―
５

富
田
林
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

1
@4
６
３
５
０
　
5
@4
４
５
０
０

「
里
親
っ
て
な
あ
に
」

日
時

11
月
22
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

場
所布

施
駅
前
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
愛
称
・
夢
広
場
）
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容

里
親
子
の
体
験
発
表
な
ど

費
用

無
料

※
一
時
保
育
あ
り
（
１
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
先
着
20
人
（
要
予
約
））

主
催

大
阪
府
、
大
阪
里
親
連
合
会

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

大
阪
府
中
央
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

1
０
７
２（
８
２
８
）０
１
６
１

日
時

11
月
16
日（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所大

阪
国
際
会
議
場

（
大
阪
市
北
区
中
之
島
５
―
３
―
51
）

内
容

○
講
演
「
格
差
社
会
へ
の
挑
戦
」

（
山
口
二
郎
　
北
海
道
大
学
大
学

院
法
学
研
究
科
　
教
授
）

○
講
演
「
ハ
ー
ト
で
挑
戦
！
自
己
解

放
へ
の
道
」

（
川
口
泰
司
　
山
口
県
人
権
啓
発

セ
ン
タ
ー
　
事
務
局
長
）

○
講
演
「
土
地
差
別
事
件
か
ら
見
え

て
く
る
今
日
の
部
落
差
別
」

（
北
口
末
広
　
近
畿
大
学
　
教
授
）

○
講
演
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
人
権
」

（
森
田
ゆ
り
　
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

・
セ
ン
タ
ー
主
宰
）

費
用

３，

５
０
０
円

申
し
込
み

専
用
振
込
用
紙
に
よ
り

申
し
込
み

主
催

第
30
回
人
権
・
同
和
問
題
企

業
啓
発
講
座
実
行
委
員
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉

6
部
落
解
放
・
人
権
研
究
所
啓
発

企
画
室
　

1
06（
６
５
６
８
）１
３
０
１

大
阪
府
商
工
労
働
部
雇
用
推
進
室

労
政
課
　

1
06（
６
９
４
４
）６
７
６
１

11
月
は
、
大
阪
府
産
業
廃
棄
物
不

適
正
処
理
防
止
推
進
強
化
月
間
で
す
。

府
内
で
は
、
土
地
の
所
有
者
・
管

理
者
が
土
地
の
管
理
を
怠
っ
た
り
、

安
易
に
土
地
を
賃
貸
し
た
結
果
、
産

業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
（
不
法
投

棄
な
ど
）
に
利
用
さ
れ
、
周
辺
の
生

活
環
境
に
大
き
な
支
障
を
及
ぼ
す
こ

と
と
な
っ
た
事
例
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
ら

な
い
よ
う
、
特
に
道
路
沿
い
の
土
地

の
所
有
者
は
土
地
の
状
況
を
定
期
的

に
監
視
す
る
な
ど
、
管
理
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、土
地
を
賃
貸
す
る
と
き
は
、

使
用
用
途
を
十
分
に
確
認
し
、
事
前

に
書
面
で
契
約
を
結
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
根
絶

に
向
け
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
産
業
廃
棄
物
指
導
課

建
設
廃
棄
物
指
導
グ
ル
ー
プ

1
06（
６
９
４
４
）９
２
３
８

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で

き
な
い
世
帯
に
対
し
て
、
簡
易
チ
ュ

ー
ナ
ー
を
無
償
で
給
付
す
る
な
ど
の

支
援
を
行
な
い
ま
す
。

対
象Ｎ

Ｈ
Ｋ
と
受
信
契
約
を
結
び
、
受

信
料
全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
て

い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
世
帯

q
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受

け
て
い
る
。

w
障
が
い
者
の
い
る
世
帯
で
、
か
つ

世
帯
全
員
が
村
民
税
非
課
税
。

e
社
会
福
祉
事
業
施
設
に
入
所
し
、テ

レ
ビ
を
施
設
に
持
ち
込
ん
で
い
る
。

申
し
込
み

12
月
28
日（
月
）ま
で

※
支
援
は
現
物
給
付
で
す
。
ご
自
身

で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
の

費
用
の
精
算
は
で
き
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援

実
施
セ
ン
タ
ー

1
０
５
７
０
―
０
３
３
８
４
０

5
０
４
４（
９
６
６
）８
７
１
９

http://w
w
w
.chidejishien.jp

献
血
に
ご
協
力
を
!!

医
療
機
関
で
は
、
毎
日
一
定
量
の

新
鮮
な
輸
血
用
血
液
を
必
要
と
し
て

い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生
命
を
守
る

の
は
、
献
血
か
ら
生
ま
れ
る
愛
の
贈

り
物
。
あ
な
た
の
勇
気
が
大
き
な
力

と
な
っ
て
人
の
命
を
救
い
ま
す
。

ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、
献
血
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

11
月
16
日（
月
）

◎
小
吹
台
連
絡
所
前

午
前
10
時
〜
正
午

◎
村
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
浦
　
俊
一
（
吉
年
２
０
６
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
父
清
治
の
供
養
と
し
て

◎
峯
　
一
枝
（
水
分
５
３
８
）

５
０，

０
０
０
円

亡
夫
久
一
の
供
養
と
し
て

◎
豊
田
秀
義
（
千
早
２
６
７
）

５
０，

０
０
０
円

亡
父
英
二
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

里
親
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
案
内

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

第
８
回
「
近
つ
飛
鳥
と

自
然
に
親
し
む
会
」

第
30
回
人
権
・
同
和
問
題

企
業
啓
発
講
座

産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理

防
止
推
進
月
間

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
給
付

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
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平
成
20
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が
44
億
７
千
８
０
９
万
円
、

歳
出
が
43
億
８
千
１
７
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
村
債
（
退
職
手
当
債
な
ど
）
の
発
行
や

国
の
臨
時
交
付
金
、
地
方
交
付
税
が
増
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
千
２
５
４
万
円
（
０
・

８
％
）
増
の
27
億
９
千
９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
退
職
金
や
公
債
費
な
ど
の
増
に
よ
り
、

前
年
度
に
比
べ
て
２
千
９
９
９
万
円
（
１
・
１
％
）

増
の
27
億
２
千
９
５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
、
差
引
額
は
６
千
１
４
４
万
円
と
な
り
、
黒

字
を
維
持
し
ま
し
た
が
、
収
支
不
足
を
基
金
の
取
崩

し
で
補
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
ほ
場
整
備
や
東
屋
、

遊
歩
道
の
設
置
な
ど
）

４
４
１
万
円

村
道
水
分
二
河
原
辺
線
横
断
管
改
修
工
事

１，

５
１
２
万
円

赤
阪
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
実
施
設
計

１，

３
６
１
万
円

中
学
校
耐
震
診
断
及
び
補
強
工
事
実
施
設
計

１，

１
５
５
万
円

一
般
会
計
の
決
算
状
況

平
成
20
年
度
の
主
な
事
業

財
　
産
　
の
　
状
　
況

基
金
（
貯
金
）
は
、
収
支
不
足
を
補
う
た
め
に
一

部
取
り
崩
し
ま
し
た
が
、
多
聞
小
学
校
売
却
に
よ
る

不
動
産
売
払
収
入
を
積
み
立
て
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
９
千
１
２
０
万
円
増
の
３
億

８
千
９
０
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
２
億
８
千
８
０
７

万
円
を
借
り
入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金
を
３
億
１
千

３
４
８
万
円
償
還
し
ま
し
た
の
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
２
千
５
４
１
万
円
減
の
31
億
４
千
６
９
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況

区　分
歳　入 歳　出 差引額

会計別

一般会計 27億9,094万円 27億2,950万円 6,144万円

事業勘定 7億5,417万円 7億4,246万円 1,171万円

施設勘定 1,147万円 1,110万円 37万円

老人保健 6,918万円 6,032万円 886万円

特別会計 介護保険 5億2,385万円 5億1,149万円 1,236万円

後期高齢者医療 6,255万円 6,216万円 39万円

下水道事業 1億9,077万円 1億9,077万円 0万円

金剛山観光事業 7,516万円 7,391万円 125万円

合　　計 44億7,809万円 43億8,171万円 9,638万円

国民健康
保　　険

歳入  

歳出  

27億9,094万円 

27億2,950万円 

自  
　 主  
　 　 財  
　 　 　 源  
　　　　 32.1％ 

　 　 　依  
　 　 　 存 　 　  
　 　 　 財 　 　 　  

　 　 　 　 源 　 　 　 　 　  
67.9％　　　　 

村税 
64,863 
23.2％ 

地方交付税 
110,777 
39.7％ 

総務費 
70,735 
25.9％ 

民生費 
52,228 
19.1％ 

その他 
24,883 
8.9％ 

議会費 
7,562 
2.8％ 

国・府支出金 
28,297 
10.1％ 

その他 
13,877 
5.0％ 

土木費　15,959 
5.8％ 

衛生費　22,290　8.2％ 

農林水産業費　5,410　2.0％ 

消防費　13,900 
5.1％ 

商工費　3,853　1.4％ 

村債 
36,397 
13.1％ 

公債費 
44,703 
16.4％ 

教育費 
36,310 
13.3％ 

一般会計決算状況
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「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
村
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
再
生
の
必
要
性
を
判
断
す
る

も
の
と
し
て
、「
健
全
化
判
断
比
率
」
お
よ
び
「
資

金
不
足
比
率
」
を
公
表
し
ま
す
。

各
比
率
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
が
早
期
健
全
化
（
財

政
再
生
）
基
準
を
超
え
る
と
財
政
健
全
化
（
財
政
再

生
）
計
画
の
策
定
や
外
部
監
査
な
ど
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。
詳
し
く
は
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。 財

　
政
　
指
　
標

■健全化判断比率

■資金不足比率

早期健全 財政再生
千早赤阪村

化 基 準 基　　準

実質赤字比率 － 15％ 20％

連結実質赤字比率 － 20％ 40％

実質公債費比率 17.3％ 25％ 35％

将来負担比率 156.8％ 350％ －

千早赤阪村 経営健全化基準
水道事業会計 －

下水道事業特別会計 － 20％

金剛山観光事業特別会計 －

※比率が算定されないところは、「－（該当なし）」で表示しています。

介　護　保　険

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
収益は、１億4 ,022万円（対前年度比

2.3％減）でした。主なものは水道料金な
どで１億3,014万円となっています。
費用は、１億3 ,836万円（対前年度比

1.6％減）でした。主な内訳は、原水および
浄水費で2,513万円（対前年度比0.3％減）、
総係費で3,785万円（対前年度比0.8％減）
です。
この結果、本年度は186万円の純利益と

なりましたが、年度末累積欠損金110万円
は翌年度に繰り越しました。

２．資本的収支（消費税込）
主な事業は、老朽管更新工事や企業債の

繰上償還などです。
収支差引での不足額3,770万円は、過年

度分損益勘定留保資金などで補てんしまし
た。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率

金剛山観光事業

国民健康保険

老　人　保　健

後期高齢者医療

下 水 道 事 業

水　道　事　業　収　益 1億4 ,022万円
水　道　事　業　費　用 1億3 ,836万円
平成 20年度純利益 186万円

収　　　　　　　　入 3 ,327万円
支　　　　　　　　出 7 ,097万円
収 支 差 引 不 足 額 3 ,770万円

給　　水　　人　　口 6 ,410人
給　　水　　戸　　数 2 ,427戸
年　間　総　配　水　量 791 ,708k
年 間 総 有 収 水 量 686 ,233k

平成21年３月末現在 5億4 ,909万円

水源依存率 
自己水  552,679K 
（75.6％） 

富田林市水 15,020K （2.0％） 
大阪府営水 163,690K（22.4％） 

被保険者数 1,843人

居宅サービス給付費

1億8,656万円

施設サービス給付費

2億332万円

地域密着型サービス給付費

2,472万円

居宅サービス計画給付費

1,930万円

住宅改修費 308万円

福祉用具購入費 76万円

特定入所者サービス費 1,919万円

高額サービス費 838万円

給付費合計 4億6,531万円

介護予防事業費 135万円

包括的支援・任意事業費 532万円

地域支援事業費合計 667万円

加入世帯数　 1,060世帯

被保険者数 1,983人

保険料 1億4,436万円

（１人当たり保険料　72,800円）

医療費 6億1,858万円

（１人当たり医療費　311,942円）

診療所受診者数 5,428人

村債（借入金）残高

8,458万円

医療費 5,820万円

被保険者数 835人
保険料 4,625万円
（１人当たり保険料　55,395円）

水分・吉年地区の一部で、汚水管
渠布設工事などを実施し、0.82ha
の面整備事業を行いました。
下水道普及率 70.7％
村債（借入金）残高

13億8,592万円

高圧変圧器交換工事、誘導滑車
ゴムブロック取替工事および曳
索平衡索切詰工事を行いました。

¡金剛山ロープウェイ
運転回数 7,464回
輸送人数 11万4,604人

¡香楠荘
定員 53人
宿泊者数 4,152人
村債（借入金）残高

3,900万円
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【調査結果の公表にあたって】

■調査結果については、本調査により
測定できるのは学力の特定の一部である
ことや、学校における教育活動の一側面
に過ぎないことなどを充分に踏まえて、

本調査結果の概要をご覧ください。
■なお、このような調査では、一般的に5.0ポイント
以上の差がある場合は、何らかの要因によって生じ
た差であると考えられています。
■また、本村立学校の調査結果については、対象児童
生徒数がたいへん少なく、必ずしも傾向が明確であ
るとは限りません。

■調査結果の「正答率」は、全問正解を100とした
数値です。「平均正答率（全国、大阪府、千早赤
阪村）」は、それぞれ対象の各児童・生徒の「正
答率」を平均した数値です。
■中学校については、村内で公立中学校が１校であ
るため、学校が特定されるので、千早赤阪村の平
均正答率を公表することができません。ここでは、
全国の平均正答率との比較を行いながら、成果や
課題を表します。

上記の結果につきましては、昨年度の調査結果や分析内容も踏まえながら、各学校ごとに自
校の児童生徒の結果について詳しく分析を行っています。本調査結果は、確かに一部の教科で
あり、一部の学力ではありますが、村の子どもたちの学力や学習の状況を測る一つの材料であり、
情報です。一人一人の子どもたちの一層の学力向上を目指し、各学校と連携を密にしながら取
り組んでいきたいと考えております。
今後とも、保護者、地域の皆様方のご支援の程、よろしくお願いいたします。

本村の平均正答率は全国より約２～３ポイン
ト上回っており、今回出題された学習内容の知識・技能
について、概ね定着していますが、さらに身に付けさせ
る必要があります。領域別では、「書くこと」について、
平均正答率が若干低く、説得力を求められる作文的な設
問について課題が見られます。

本村の平均正答率は全国より約２～３ポイン
ト上回っており、今回出題された学習内容の知識・技能
を活用する力について概ね定着していますが、さらに身
に付けさせる必要があります。資料などに表われている
表現などを自分の表現に役立てる設問について、正答率
が約６割で、若干の課題が見られます。

国語Ｂ

国語Ａ

全国 大阪府
国語Ａ 77.0％ 72.7％
国語Ｂ 74.5％ 68.3％

中学校

国　語

今回出題された学習内容の知識・技能について
概ね定着していますが、さらに身に付けさせる必要があ
ります。平均正答率は全国を３ポイント上回っていますが、
領域別（「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」
「言語事項」）では、「話すこと・聞くこと」「読むこと」
が全国を若干下回っています。設問別としては、文章表
現の工夫等の理解について課題が見られました。

学習内容の知識・技能の定着に課題がみられま
す。領域別においては、「書くこと」が全国を若干下回
っており、調べる内容を見通す力については、課題が見
られます。

国語Ｂ

国語Ａ

全国 大阪府 千早赤阪村
国語Ａ 69.9％ 68.3％ 72.9％
国語Ｂ 50.5％ 49.4％ 53.3％

小学校

国　語

本村の平均正答率は、全国より約４ポイント弱
上回っていますが、60％台であり今回出題された学習内
容の知識・技能を活用する力に一部課題があります。領
域別（「数と式」「図形」「数量関係」）では全国とほぼ同
じ傾向にあります。その中で「数と式」で、若干正答率
が高くなっています。

本村の平均正答率は、全国とほとんど差異はなく、
50パーセント台であり、今回出題された学習内容の知識・
技能を活用する力に課題があります。領域別では、全国
とほぼ同じ傾向にあります。設問別では、数学的に解釈
したり考察したりして説明する「数学的な見方や考え方」
について、若干正答率が低い状況にあり、課題が見られ
ます。

数学Ｂ

数学Ａ

全国 大阪府
数学Ａ 62.7％ 59.9％
数学Ｂ 56.9％ 52.5％

中学校

数　学

今回出題された学習内容の知識・技能について、
概ね定着しており、領域別（「数と計算」「量と測定」「図
形」「数量関係」）でも、各領域とも平均的に全国より上
回っています。設問別では、数の構成や角の大きさの測
定について、若干の課題が見られます。

今回出題された学習内容の知識・技能を活用す
る力に課題があります。領域別では、全国との状況にあ
まり差はありませんが、平均的に若干下回っています。
設問別では、概数の意味理解や解決方法などを記述式で
説明する問題について課題があります。

数学Ｂ

算数Ａ

全国 大阪府 千早赤阪村
算数Ａ 78.7％ 78.4％ 84.3％
算数Ｂ 54.8％ 53.8％ 53.2％

小学校

算　数

お願い
 

お願い
 

お願い
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文部科学省全国学力・学習状況調査（平成21年度）の調査結果概要について／千早赤阪村教育委員会

※（ ）内の％は、「当てはまる」または、「どちらといえば当てはまる」を
選択した百分率です。
「村」は千早赤阪村、「国」は全国を表しています。

携帯電話に関する質問紙調査において、携帯電
話の利用の頻度について、全国と比較すると高い
状況がうかがえます。子どもたちの携帯電話の所
持については、地域性もあり、是非を問うもので
はないと考えますが、利用の仕方については、充
分気をつけていただきたいと考えます。子どもた
ちの携帯依存やネットワーク利用による様々な問
題が年々増加しています。携帯電話の利用につい
ては、保護者と子どもの約束をしっかりと決めて、
子どもたちの利用状況について保護者が把握する
ことが大切です。改めて、携帯電話の使い方につ
いて、子どもと話し合う機会をもっていただきま
ますよう、お願いいた
します。

Ａ調査（主として知識に関する調査） Ｂ調査（主として活用に関する調査）

国語

算数
数学

次に「教科に関する調査」について、お知らせします。

小学校では、国語科と算数科、中学校では、国語科と数学科のそれぞれ２教科です。
各教科ごとに「Ａ調査（主として知識に関する調査）」「Ｂ調査（主として活用に関する調査）」の２種類の調査があ
り、それぞれ次のような内容となっています。

■実施主体 文部科学省

■主な目的
○全国的な義務教育の機会均等と水準向上のため、児童生徒
の学力・学習状況を把握・分析することにより、教育の結
果を検証し、改善を図る。
○各教育委員会、学校等が全国的な状況との関係において、
自らの教育の結果を把握し、改善を図る。

■調査対象
小学校第６学年、中学校第３学年の原則として全児童生徒

（ほぼ全国の公立小中学校が参加）

■調査内容
q教科に関する調査（国語、算数・数学）
各教科ごとに「Ａ調査（主として知識に関する調査）」「Ｂ
調査（主として活用に関する調査）」の２種類の調査

w生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

■平成21年度調査実施日 平成21年４月21日（火）

「全国学力・学習状況調査」とは・・・

教科に関する調査

家庭でのルールづくり！！ 守ろう　約束！！

教科に関する調査

¡＋、－、×、÷、（ ）の演算順序を意識して正しく
計算する　

¡図形の性質を理解し、角度や面積などを求める
¡グラフから変化の様子をよみとる　
¡確率の意味を理解し、求める
など

¡図やグラフから必要な情報を分類、整理、比較し、
問題の解決に役立てる　

¡問題の中から規則性を見つけて、考え、表現する
¡実生活などの様々な場面における数量やデータを比
較整理し、自分の考えを分かりやすく説明する
など

¡漢字の読み書き、言葉の意味　
¡目的や場面に応じた言葉の使い方　
¡情報を整理してまとめる　
¡文章の内容などに関する情報の取り出し
など

¡伝えるべき内容を整理して、文章に表現する　
¡筆者の主張を評価したり、表現を工夫しながら自分
の考えを書いたりする　

¡文章やグラフ、図表などをよんで、意見をまとめる
など

上記は「平成21年度文部科学省全国学力・学習状況調査」の生活習慣や学習環境などについての質問紙調査での
回答の一例です。昨年度（平成20年度）調査においても、同様の回答状況であり、調査対象の児童生徒が変わって
いることを踏まえますと、村の子どもたちの育ちについての一つの傾向を表していると考えられます。他にも、「近
所の人に会ったときには、あいさつをしていますか」の質問について、「当てはまる」と回答した児童生徒の割合は、
昨年度と同様に、全国平均より高い数値で、村の子どもたちは、地域で心豊かに育っている状況がうかがえます。

地域の歴史や自然について関心があります。（村49％　国23.4％）中学校

地域の行事に参加しています。（村76.3％　国62.4％）小学校

携帯電話…
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議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 

－ 編集 － 

議 会 広 報 
編集委員会 

第
90
号

９月定例会のあらまし

平成21年９月の千早赤阪村議会定例会（第３回）は９月９日に開会し、条例改正

や補正予算、平成20年度決算など計23議案が提案され、それぞれ可決・認定しました。

25日の定例会最終日では、議員提案による議員報酬等の削減条例案を全会一致で

可決し、一般質問をもって17日間の定例会を閉会しました。

平
成
20
年
度
の
各
会
計
の
決
算
と

「
健
全
化
判
断
比
率
」
等
が
９
月
議

会
で
報
告
さ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

▼
一
般
会
計

一
般
会
計
は
前
年
度
と
比
較
し
て
、

歳
入
、歳
出
と
も
に
ほ
ぼ
同
額
で
す
。

そ
の
内
訳
は
、
歳
入
で
は
村
税
が

減
と
な
り
、
地
方
交
付
税
や
借
入
金

で
あ
る
村
債
が
増
と
な
り
、
基
金
の

取
り
崩
し
は
減
り
ま
し
た
。
一
方
、

歳
出
で
は
職
員
の
退
職
金
と
借
入
金

の
返
済
に
あ
て
る
公
債
費
が
増
加
し
、

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
減
少
し
ま

し
た
。

財
政
の
余
裕
度
を
示
す
経
常
収
支

比
率
は
99
・
１
％
と
な
り
、
前
年
度

と
比
較
し
て
２
・
９
％
改
善
さ
れ
ま

し
た
が
、
財
政
構
造
と
し
て
は
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
20
年
度
に
、
売
却
さ
れ
た
旧

多
聞
小
学
校
の
代
金
６
６
３
０
万
円

は
、
今
後
の
学
校
施
設
の
整
備
に
あ

て
る
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ら
れ
ま

し
た
。

▼
特
別
会
計

特
別
会
計
の
う
ち
、
特
筆
す
べ
き

会
計
に
つ
い
て
は
下
記
の
と
お
り
で

す
。

国
民
健
康
保
険
（
診
療
所
会
計
）

20
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
（
植
田

診
療
所
）
に
よ
る
運
営
が
始
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
受
診
者
数
が

33
％
増
加
し
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
は
２
２
７
０
万
円
削
減
が
で
き

ま
し
た
。

観
光
事
業
特
別
会
計

（
香
楠
荘
・
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
）

19
年
度
の
指
定
管
理
契
約
の
更
改

に
当
た
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
つ
い

て
、
そ
の
契
約
内
容
を
変
更
し
た
た

め
、
村
の
収
益
が
確
保
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
１
２
０
０
万
円
あ
っ
た
赤
字
を

解
消
。
１
２
０
万
円
の
黒
字
を
計
上

し
ま
し
た
。

▼
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」

「
健
全
化
判
断
比
率
」
と
「
資
金

不
足
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
別
表
の

と
お
り
い
ず
れ
も
健
全
化
基
準
（
イ

エ
ロ
ー
カ
ー
ド
）
に
は
達
し
て
い
ま

せ
ん
。

参
考
資
料

平
成
20
年
度
末
の
基
金
と
借
入
金

は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

平
成
20
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た

国
の
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し

て
、
平
成
21
年
度
の
補
正
予
算
で

「
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨

時
交
付
金
」
と
「
地
域
活
性
化
・
公

共
投
資
臨
時
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
地
球
温
暖
化
対
策
、

少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、
安

全
・
安
心
の
実
現
、
そ
の
他
将
来
に

向
け
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域

活
性
化
等
に
資
す
る
も
の
で
す
。

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
は
、

地
方
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
、
村
へ
の
交
付
額
は
１
億
２
３
８

万
円
、
公
共
投
資
臨
時
交
付
金
は
、

国
の
施
策
と
歩
調
を
合
わ
せ
、
地
域

で
行
う
公
共
事
業
の
負
担
額
に
応
じ

て
配
分
さ
れ
、
村
で
は
２
億
５
４
０

０
万
円
、
ま
た
、
そ
の
他
の
交
付
金

で
、
２
億
６
６
４
５
万
円
が
交
付
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

村
に
お
け
る
主
な
交
付
金
を
活
用

す
る
事
業
は
次
の
と
お
り
で
、
総
事

業
費
は
６
億
７
４
３
９
万
円
（
村
負

担
含
む
）
と
な
り
ま
す
。

▼
赤
阪
小
学
校
の
太
陽
光
発
電
装
置

設
置
工
事

▼
中
学
校
の
耐
震
補
強
・
大
規
模
改

造
工
事

▼
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
パ
ソ

コ
ン
等
の
購
入

▼
村
道
の
維
持
補
修

▼
各
地
区
の
防
災
資
機
材
の
購
入

▼
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

▼
農
道
・
水
路
の
整
備
補
助

▼
金
剛
山
登
山
口
ト
イ
レ
の
改
修

▼
下
水
道
管
渠
の
老
朽
調
査

▼
公
用
車
の
買
い
替
え
（
13
年
以
上

経
過
し
た
車
）

●

●

●

村
の
活
性
化
に
向
け
て
●
●
●

■ 平成20年度健全化判断比率 （単位：％）

■ 平成20年度資金不足比率
（単位：％）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
― ― 17.3 156.8

（15.00） （20.00） （25.00） （350.00）

■ 基金 （単位：千円）

基金の種類 19年度末残高 20年度末残高
財 政 調 整 基 金 276,013 285,831
村 債 管 理 基 金 21,813 21,897
教育施設整備基金 0 66,300

■ 村債 （単位：千円）

会計区分 19年度末残高 20年度末残高
一　般　会　計 3,166,101 3,140,691
直 営 診 療 所 88,154 84,576
下 水 道 事 業 1,411,100 1,385,923
観　光　事　業 31,000 39,000
水　道　事　業 567,871 549,088
合　　計 5,264,226 5,199,278

※上段は村の比率、下段の（ ）内は早期健全化基準

※上段は村の比率、下段の（ ）内は経営健全化基準

特別会計の名称 資金不足比率

水　道　会　計
―

（20.00）
下 水 道 事 業 ―
特　別　会　計 （20.00）
金 剛 山 観 光 ―
事業特別会計 （20.00）

備考
赤字額がない場
合及び比率が算
定されない場合
は「－」と記載



「
村
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置

河
内
長
野
市
と
の
合
併
問
題
で

住
民
に
は
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
中
、

合
併
廃
止
と
な
り
、
村
は
単
独
行
政

を
歩
む
こ
と
と
な
っ
た
。
自
主
財
源

の
乏
し
い
村
、
早
急
に
行
財
政
の
健

全
化
プ
ラ
ン
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
村
長
の
今
後
の
策
を
伺
う
。

未
来
の
展
望
が
開
け
る
行
財
政

運
営
を
「
選
択
と
集
中
」「
広
域
連

携
の
取
り
組
み
」「
住
民
協
働
の
更

な
る
推
進
」
の
３
点
を
基
本
視
点
と

し
、
村
が
行
っ
て
い
る
行
政
の
守
備

範
囲
を
精
査
し
、
発
想
の
転
換
、
自

主
財
源
の
確
保
、
更
な
る
行
財
政
改

革
を
推
し
進
め
、
元
気
プ
ラ
ン
に
示

す
と
と
も
に
、
第
４
次
総
合
計
画
の

策
定
に
取
り
組
む
。

元
気
プ
ラ
ン
は
21
年
度
で
終
わ

る
。
策
定
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

計
画
期
間
は
、
22
年
度
か
ら
の

３
ヵ
年
と
し
、
12
月
末
の
素
案
作
成

を
目
途
に
計
画
を
考
え
て
い
る
。

自
立
へ
舵
を
き
っ
た
が
、
地
方

分
権
で
業
務
も
多
様
化
し
て
お
り
現

執
行
体
制
で
は
無
理
で
は
な
い
か
。

職
員
の
削
減
な
ど
の
要
因
で
十

分
対
応
し
き
れ
て
い
な
い
事
を
懸
念

し
て
い
る
。
今
後
、
従
来
の
縦
型
行

政
か
ら
横
断
的
・
機
能
的
行
政
へ
の

転
換
を
図
り
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

う
。

自
立
の
道
を
選
ん
だ
以
上
、

住
民
の
た
め
、
村
長
・
職
員
・
議
員

が
英
知
を
出
し
合
い
難
局
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

9

いっぱん質問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  い っ ぱ ん 質 問  

９月定例会では、８人の議員が一般質問を行いました。
内容（500字以内）は、質問した議員の責任で作成したものです。

井
上
議
員

今
後
の
政
策
は

今
後
の
政
策
は

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
、
議
会

議
員
の
報
酬
を
10
％
削
減
し
ま
し
た
。

【
削
減
の
理
由
】

村
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
５
年
計

画
の
「
元
気
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

議
会
も
、
平
成
16
年
度
以
降
、
村

の
財
政
健
全
化
方
策
に
歩
調
を
合
わ

せ
て
、
経
費
の
見
直
し
や
議
員
定
数

の
削
減
等
、
議
会
費
の
削
減
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
村
長
が
財
政
危
機
の
回

避
の
た
め
、
平
成
19
年
４
月
に
河
内

長
野
市
と
の
合
併
を
決
断
し
、
村
議

会
も
同
年
６
月
に
「
合
併
の
決
議
」

を
採
択
し
ま
し
た
。

両
市
村
は
本
年
７
月
ま
で
、
11
回

の
合
併
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

協
議
が
行
き
詰
ま
り
、
村
長
は
「
合

併
断
念
」
を
決
断
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と

と
な
り
、
行
政
と
議
会
が
一
体
と
な

っ
て
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
、

報
酬
の
削
減
を
決
め
ま
し
た
。

自
立
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

議
会
と
し
て
独
自
の
議
会
改
革
を
含

め
、
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
検
討
す

る
「
村
づ
く
り
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。

検
討
期
間
は
平
成
22
年
３
月
ま
で

で
、
メ
ン
バ
ー
は
、
議
会
議
員
全
員

が
担
当
し
ま
す
。
案
と
し
て

q
議
会
運
営
と
議
会
活
性
化
対
策

w
効
率
的
・
効
果
的
な
財
政
運
営

e
高
齢
化
社
会
に
即
し
た
地
域
づ
く

り
r
地
域
活
性
化
へ
の
提
言
な
ど
、

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
報
酬
を
10
％
削
減

報酬月額一覧表 （単位：円）

千早赤阪村 河　南　町 太　子　町

議　　長 306,000 370,000 360,000

副 議 長 288,000 342,000 340,000

議　　員 265,000 323,000 320,000

※削減後の額



９
月
１
日
に
河
内
長
野
市
議
会

で
、
本
村
で
は
９
月
９
日
に
合
併
協

議
会
を
廃
止
す
る
た
め
の
議
案
が
可

決
さ
れ
、
９
月
30
日
を
も
っ
て
協
議

会
を
廃
止
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。

議
会
の
責
任
と
し
て
、
議
員
報
酬

の
削
減
を
可
決
し
、
今
後
の
村
づ
く

り
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
に
提
案
を

し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
自
立
の
村
を
目
指
す

こ
と
に
な
り
、
村
長
は
行
政
の
ト
ッ

プ
と
し
て
、
今
後
の
村
づ
く
り
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
の
行
財
政
再
建
に
つ
い
て
、

早
急
に
方
向
性
を
打
ち
出
し
、
村
民

や
議
会
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
今

ま
で
以
上
の
取
り
組
み
と
斬
新
な
発

想
が
必
要
で
あ
る
。
新
た
な
元
気
プ

ラ
ン
や
総
合
計
画
・
村
政
運
営
な
ど
、

議
会
と
の
連
携
を
図
り
、
全
力
で
責

務
を
全
う
し
て
い
く
。

村
長
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
引
っ
張
っ
て
頂
き
た
い
。

北
西
部
地
域
は
耕
作
放
棄
地
や

雑
種
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
資
材
置

き
場
や
ペ
ッ
ト
霊
園
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
。
将
来
構
想
を
踏
ま
え
た

開
発
が
必
要
で
あ
り
、
土
地
利
用
構

想
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

当
該
地
域
は
、
都
市
計
画
法
の

市
街
化
調
整
区
域
の
た
め
、
地
区
計

画
の
策
定
が
必
要
と
な
る
。
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
の
行
政
計
画

と
整
合
さ
せ
る
た
め
、
現
在
、
農
用

地
利
用
計
画
の
見
直
し
作
業
を
行
っ

て
い
る
。

10

浅
野
議
員

村
の
行
財
政
再
建
は

村
の
行
財
政
再
建
は

村
北
西
部
の
土
地
利
用
構
想
は

村
北
西
部
の
土
地
利
用
構
想
は

関
口
議
員

村
妊
婦
健
診
は
、
今
年
４
月
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
３
回
か
ら
14
回
、

総
額
３
万
５
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
た
。
し
か
し
、
都
道
府
県
・
市

町
村
に
よ
っ
て
格
差
が
あ
る
。
近
隣

市
町
並
み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
大

阪
府
に
は
市
町
村
格
差
の
是
正
、
国

に
は
「
国
の
責
任
で
無
料
化
」
を
実

施
す
る
こ
と
を
求
め
る
べ
き
だ
。

妊
婦
の
健
康
診
査
、
訪
問
指
導

な
ど
を
実
施
し
、
安
心
し
て
出
産
で

き
る
よ
う
努
め
て
き
た
。
村
の
財
政

状
況
か
ら
公
費
の
増
額
予
定
は
な
い
。

国
・
府
に
は
町
村
長
会
な
ど
を
通
じ

要
望
し
た
。

妊
婦
健
診
の
充
実
を

妊
婦
健
診
の
充
実
を

新
政
権
公
約
を
ど
う
受
け
と
め
る
か

新
政
権
公
約
を
ど
う
受
け
と
め
る
か

総
選
挙
結
果
、
自
公
政
権
が
退

場
し
、
民
主
党
政
権
が
誕
生
し
た
。

民
主
党
の
公
約
に
は
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
応

益
負
担
廃
止
、
高
校
授
業
料
無
料
化

な
ど
歓
迎
す
る
が
、
子
ど
も
手
当
て

や
高
速
道
路
の
無
料
化
な
ど
、
国
民

的
議
論
が
必
要
な
も
の
も
あ
る
。
選

挙
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
、
新
政
権

の
公
約
を
村
行
政
に
ど
う
活
か
そ
う

と
す
る
の
か
伺
う
。

戦
後
60
年
の
政
治
に
制
度
疲
労

が
起
こ
り
、
新
し
い
時
代
が
来
た
。

自
公
も
今
後
新
し
い
対
応
を
示
し
て

く
れ
る
と
期
待
す
る
。
民
主
党
の
公

約
は
、
今
後
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
沿
っ

て
遂
行
さ
れ
る
と
思
う
が
、
国
会
も

開
か
れ
て
い
な
い
、
状
況
で
は
先
の

こ
と
は
不
明
だ
。

橋
爪
議
員

合
併
断
念
の
根
拠
は

合
併
断
念
の
根
拠
は

村
長
は
、
河
内
長
野
市
と
の
合

併
を
断
念
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
議

会
が
反
発
し
た
と
か
、
反
対
し
た
た

め
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
合
併
を
推
進
し
て
き

た
の
で
あ
り
、
反
発
や
反
対
を
し
た

こ
と
は
な
い
。
議
会
で
否
決
し
た
わ

け
で
も
な
い
。
各
々
の
問
題
に
つ
い

て「
内
容
を
明
ら
か
に
し
て
ほ
し
い
」

と
質
問
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
残
念
な
が
ら
村
長
か
ら
、

理
解
で
き
る
答
弁
が
な
か
っ
た
。

村
長
が
断
念
し
た
理
由
と
は
何
か
。

合
併
断
念
は
私
が
決
断
し
た
。

そ
の
根
拠
は
、
合
併
へ
の
共
通
し

た
思
い
は
あ
る
が
、
通
学
バ
ス
、
消

防
な
ど
の
各
論
で
、
一
任
し
て
い
た

だ
け
な
か
っ
た
。
一
枚
岩
で
望
む
体

制
が
と
れ
な
か
っ
た
。

災
害
時
の
対
策
は

災
害
時
の
対
策
は

村
の
災
害
へ
の
対
策
は
十
分
か
。

避
難
場
所
の
確
認
は
、
水
道
、
電
気

な
ど
設
備
の
状
態
も
万
全
か
。

旧
千
早
小
学
校
も
使
用
可
能
か
、

避
難
生
活
に
必
要
な
食
料
、
寝
具
な

ど
は
整
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
住
民
へ
の
伝
達
方
法
も
伺
う
。

周辺地区土地利用構想図



村
は
合
併
が
破
綻
と
な
り
、
自

主
独
立
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
際
、
村
は
自
立
に
向
け
て
新

た
な
元
気
プ
ラ
ン
を
早
急
に
策
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
現
行
プ
ラ
ン
の
評
価

を
行
っ
た
上
で
策
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。現
行
プ
ラ
ン
の
評
価
と
、

新
元
気
プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い
て
の
村

の
考
え
方
を
お
聞
き
す
る
。

ま
た
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
第
４

次
総
合
計
画
で
は
、
自
立
す
る
村
の

絵
姿
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

新
元
気
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
ど
う

考
え
る
の
か
伺
う
。

現
行
の
元
気
プ
ラ
ン
は
総
じ
て

計
画
ど
お
り
、
目
標
額
を
達
成
し
て

い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

村
の
財
政
見
通
し
で
は
、
平
成
23

年
度
末
に
は
基
金
が
枯
渇
し
、
そ
れ

以
降
で
は
正
味
の
赤
字
が
発
生
す

る
。
23
年
度
か
ら
の
総
合
計
画
開
始

早
々
か
ら
赤
字
が
発
生
す
れ
ば
、
将

来
の
絵
姿
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ

る
。そ

の
た
め
、
新
元
気
プ
ラ
ン
の
考

え
方
と
し
て
は
、
総
合
計
画
を
実
現

す
る
た
め
、
10
年
間
の
財
政
収
支
を

見
据
え
な
が
ら
、
23
年
度
末
の
赤
字

解
消
を
図
る
こ
と
が
先
決
で
あ
り
、

大
き
な
目
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
あ
る

村
の
ス
ト
ッ
ク
、
財
産
を
最
大
限
活

用
し
、
人
口
が
増
え
、
人
が
集
ま
っ

て
く
る
よ
う
な
村
を
め
ざ
し
、
そ
の

絵
姿
を
で
き
る
限
り
お
示
し
し
た
い
。

合
併
を
断
念
し
た
最
大
の
理
由

は
、「
何
が
何
で
も
合
併
だ
」
と
い

う
強
引
な
手
法
だ
っ
た
こ
と
だ
。

日
本
共
産
党
は
、
住
民
投
票
条
例

を
提
案
し
た
が
否
決
さ
れ
た
。
議
長

を
辞
任
し
て
ま
で
推
進
の
決
議
を
し

た
が
、
推
進
決
議
を
強
行
し
た
議
員

が
、
協
議
会
の
廃
止
に
反
対
で
き
な

か
っ
た
の
は
、
村
民
の
「
合
併
に
異

議
あ
り
」
と
い
う
世
論
の
広
が
り
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

村
長
と
し
て
の
責
任
は
重
い
。
な

ぜ
、
活
性
化
の
た
め
の
活
動
を
お
こ

さ
な
か
っ
た
の
か
、
ま
っ
た
く
無
責

任
だ
。

こ
れ
ま
で
の
教
訓
を
し
っ
か
り
と

ふ
ま
え
、
村
民
の
知
恵
と
力
を
信
頼

し
、
職
員
一
丸
と
な
っ
た
あ
ら
た
な

村
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
こ
と
だ
。

広
域
連
携
の
取
り
組
み
、
住
民

協
働
の
再
構
築
、
職
員
の
意
識
改
革

が
必
要
だ
。

村
長
を
辞
職
す
べ
き
だ
。

村
の
行
く
末
を
示
し
た
上
で
進

退
を
考
え
る
。
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国
道
３
０
９
号
の
第
一
期
区
間

の
４
車
線
供
用
時
に
信
号
機
設
置
を
。

４
車
線
に
な
れ
ば
信
号
は
不
可

欠
と
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
る
。

避
難
場
所
は
、
体
育
館
や
老
人

憩
い
の
家
な
ど
、
22
ヵ
所
を
指
定
し

て
い
る
。設
備
の
状
態
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
で
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
。

旧
千
早
小
学
校
な
ど
も
、
現
時
点

で
は
使
用
可
能
な
状
態
で
あ
る
。

食
料
、
寝
具
も
供
給
を
行
い
円
滑

な
管
理
、
運
営
を
し
て
行
く
。

住
民
へ
の
伝
達
は
、
広
報
車
や
、

消
防
団
、
地
区
長
で
迅
速
に
行
う
。

清
井
議
員

新
元
気
プ
ラ
ン
と

第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
を

新
元
気
プ
ラ
ン
と

第
４
次
総
合
計
画
の
策
定
を

徳
丸
議
員

自
立
し
た
村
づ
く
り
を

自
立
し
た
村
づ
く
り
を

信
号
機
の
設
置
を

信
号
機
の
設
置
を

学
童
保
育
の
内
容
充
実
を

学
童
保
育
の
内
容
充
実
を

学
童
教
室
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置

を
。
赤
阪
小
学
校
へ
の
学
童
設
置
の

考
え
は
。

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
と
話
し
合
い
た
い
。
赤
小
に
つ
い

て
は
、
指
導
員
、
児
童
、
施
設
の
確

保
が
で
き
れ
ば
検
討
す
る
。

災害用備蓄品



多
く
の
政
党
が
掲
げ
た
教
育
費

軽
減
は
、
誰
も
が
望
む
も
の
で
す
。

鳩
山
政
権
は
、
高
校
授
業
料
助
成

を
、
来
年
４
月
実
施
の
方
向
で
す
。

小
中
学
校
で
の
保
護
者
負
担
軽
減

も
あ
わ
せ
、教
育
委
員
会
の
考
え
は
。

高
校
授
業
料
や
給
付
型
奨
学
金

制
度
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
段
階
で
す

が
、
家
庭
へ
の
教
育
費
支
援
は
有
意

義
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
護
者
負
担
は
、
月
額
小
学
校
５

２
５
円
、
中
学
校
５
９
４
円
で
す
。

校
外
学
習
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
配
車

す
る
な
ど
軽
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

高
校
授
業
料
助
成
で
事
務
を

増
や
さ
な
い
こ
と
、
給
付
型
奨
学
金

充
実
や
義
務
教
育
の
完
全
無
償
化
へ

国
に
予
算
要
望
す
べ
き
で
す
。

12

村
で
は
稲
穂
が
垂
れ
〝
み
の
り
の

秋
〞
を
迎
え
ま
し
た
。
今
夏
は
じ
め

の
長
雨
・
日
照
不
足
で
、
早
場
で
は

不
作
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
後
半
の

晴
天
続
き
で
盛
り
返
し
た
の
で
は
と

の
声
が
聞
こ
え
る
中
で
、
全
国
的
に

は
「
や
や
不
良
」
の
作
柄
結
果
が
出

ま
し
た
。
最
近
で
は
、
地
球
温
暖
化

の
影
響
と
も
言
わ
れ
る
局
地
的
集
中

豪
雨
災
害
な
ど
、
異
常
気
象
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。人
の
願
い
や
想
い
で
、

変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
中
で
、
く

ら
し
が
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

が
自
然
界
で
す
。

政
界
は
違
い
ま
し
た
。
先
の
選
挙

で
、
政
権
交
代
に
よ
る
政
治
の
新
し

い
一
ペ
ー
ジ
が
開
か
れ
ま
し
た
。

結
果
の
要
因
は
、
ど
の
論
調
を
見

て
も
、「
改
革
と
自
由
主
義
」
の
名

に
よ
っ
て
、
国
民
に
苦
難
を
も
た
ら

し
て
き
た
、
そ
の
政
治
の
暗
雲
を
、

引
き
ず
り
続
け
て
き
た
も
の
が
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
嵐
で
吹
き
飛
ば

さ
れ
た
と
言
う
も
の
で
す
。

補
正
予
算
の
執
行
停
止
、
高
速
道

路
無
料
、
子
育
て
手
当
て
、
雇
用
な

ど
、
動
き
出
し
に
様
々
な
意
見
が
あ

り
ま
す
。
十
分
な
議
論
で
、「
光
が

射
す
新
し
い
政
治
」
を
国
民
は
期
待

し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｓ
・
Ｎ

の
関
西
州
構
想
に
向
け
た
、
形
を
変

え
た
市
町
村
合
併
で
、
権
限
事
務
移

譲
は
仕
事
だ
け
の
押
し
付
け
で
す
。

身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
う

新
し
い
地
方
へ
の
模
索
で
あ
り
、
形

を
変
え
た
合
併
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

府
主
導
の
合
併
が
で
き
ず
、

村
づ
く
り
を
進
め
る
今
は
、
こ
れ
ら

に
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
す
。

府
の
市
町
村
へ
の
「
権
限
移
譲

候
補
事
務
説
明
会
」
の
内
容
は
。

「
大
阪
発
〝
地
方
分
権
改
革
〞

ビ
ジ
ョ
ン
」
で
、
関
西
広
域
連
合
を
進

め
、
関
西
州
を
め
ざ
し
て
お
り
、
市

町
村
に
は
、
特
例
市
並
み
の
権
限
・

事
務
移
譲
す
る
も
の
で
す
。

大
阪
版
特
例
市
は
、
議
会
や
住

民
の
意
向
で
決
め
る
の
で
な
く
、
府

野
上
議
員

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
へ

国
の
教
育
予
算
要
望
を

安
心
し
て
学
べ
る
学
校
へ

国
の
教
育
予
算
要
望
を

権
限
事
務
移
譲
の

受
け
入
れ
は
慎
重
に

権
限
事
務
移
譲
の

受
け
入
れ
は
慎
重
に

田
中
議
員

幼
、
小
、
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備
は

幼
、
小
、
中
学
校
の
教
育
環
境
整
備
は

府
道
東
阪
三
日
市
線
の
安
全
対
策
は

府
道
東
阪
三
日
市
線
の
安
全
対
策
は

地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
で
補

正
予
算
を
組
ま
れ
た
が
、
教
育
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

一
、
村
立
中
学
校
の
耐
震
化
工
事
は

ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
る
の
か
。

予
算
額
は
工
事
費
と
施
工
監
理

業
務
委
託
料
と
合
わ
せ
て
５
億
１
５

７
０
万
円
で
、
こ
の
内
、
設
計
業
務

が
先
行
し
て
い
る
体
育
館
と
特
別
棟

の
技
術
家
庭
科
室
の
工
事
を
実
施
す

る
。
工
事
費
２
億
１
５
０
０
万
円
分

は
本
年
の
10
月
に
は
入
札
を
執
行
す

る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、
本
校
舎
の

工
事
も
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
発

注
し
た
い
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

国
の
示
し
て
い
る
設
置
基
準
に

合
わ
せ
現
在
の
幼
、
小
、
中
学
校
の

テ
レ
ビ
を
地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ

ビ
に
全
部
入
れ
替
え
る
。

ま
た
、
小
、
中
学
校
に
つ
い
て
は
、

電
子
黒
板
機
能
付
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

を
各
校
１
台
、
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
を

各
教
室
に
、
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
を
職

員
一
人
１
台
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

東
阪
三
日
市
線
側
道
の
く
す
の

木
は
年
々
大
き
く
な
り
、
危
険
で
あ

り
、
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

側
道
の
く
す
の
木
は
直
径
１
ｍ

以
上
の
大
木
で
あ
り
、
簡
単
に
切
る

事
が
出
来
ず
、
大
阪
府
も
そ
の
対
策

に
苦
慮
し
て
い
る
。
こ
の
状
態
で
放

っ
て
お
く
と
年
々
危
険
な
状
態
と
な

る
の
で
、
根
本
的
な
安
全
対
策
を
警

察
と
共
に
府
に
要
望
す
る
。

雑

感

雑

感

 

雑

感

雑

感

 

雑

感

 

中学校体育館
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◆
一
般
書

僕
ら
が
旅
に
で
る
理
由（唯

野
未
歩
子
）

オ
イ
ア
ウ
エ
漂
流
記
　
　（
荻
原
浩
）

北
門
の
狼
　
　
　
　
　
　（
逢
坂
剛
）

フ
リ
ー
タ
ー
、
家
を
買
う
。（有

川
浩
）

あ
る
キ
ン
グ
　
　
　（
伊
坂
幸
太
郎
）

熱
い
風
　
　
　
　
　（
小
池
真
理
子
）

デ
パ
ー
ト
へ
行
こ
う
！
（
真
保
裕
一
）

水
神
（
上
・
下
）

（
帚
木
蓬
生
）

花
と
流
れ
星
　
　
　
　（
道
尾
秀
介
）

引
き
出
し
の
中
の
ラ
ブ
レ
タ
ー

（
新
堂
冬
樹
）

墨
染
の
鎧
（
上
・
下
）（
火
坂
雅
志
）

口
は
禍
い
の
門
　
　
　（
佐
藤
雅
美
）

ゆ
う
と
り
あ
　
　
　
　（
熊
谷
達
也
）

ゲ
ゲ
ゲ
の
女
房
　
　
　（
武
良
布
枝
）

◆
児
童
書

ホ
ッ
タ
ラ
ケ
の
島
　
狐
の
民
話

（
金
治
直
美
　
光
丘
真
理
）

10
ぴ
き
の
か
え
る
の
お
つ
き
み

（
間
所
ひ
さ
こ
）

◆
お
知
ら
せ

【
お
は
な
し
広
場
】

日
時

11
月
11
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所

こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象

幼
児

短

歌

コ

ー

ナ

ー

秋
冥
菊
の
花
あ
わ
あ
わ
と
揺
ら
ぎ
い
て
友
愛
唱
う
る
首
相
生
ま
る

菊
　
井
　
由
起
子

誰
か
ら
と
な
く
戦
争
を
語
り
い
る
竹
叢
そ
よ
ぐ
八
月
の
カ
フ
ェ

松
　
田
　
美
智
子

尾
を
引
き
て
す
べ
り
ゆ
く
ご
と
船
ゆ
き
ぬ
夏
す
ぎ
て
い
く
加
太
の
海
原

尾
　
崎
　
茂
　
子

急
逝
の
知
ら
せ
に
か
け
る
言
葉
な
く
受
話
機
も
つ
手
の
震
え
止
ま
ら
ず

田
　
村
　
富
士
子

介
護
す
る
我
に
し
ば
し
の
旅
を
と
て
子
は
沖
縄
に
挙
式
を
決
め
ぬ

川
　
邊
　
順
　
子

11月は
「労働保険
適用促進月間」
社員、従業員、アルバ
イトなど１人でも雇用し
ている事業主は、労働保
険（労災・雇用）に加入
することになっています。
〈相談・問い合わせ〉
¡河内長野公共職業安定
所
1%33081

¡羽曳野労働基準監督署
1072（956）7161

「女性に対する暴力をなくす運動」期間中（11

月12日～25日）、全国一斉に「女性の人権ホット
ライン」が開設されます。（相談は無料。秘密は
厳守します。）
日時 11月15日（日）～21日（土）

午前８時30分～午後７時
※土・日曜日は午前10時～午後５時
女性の人権ホットライン電話番号

０５７０　－　０７０　－ ８１０

内容 夫・パートナーからの暴力や職場などにお
けるセクシャル・ハラスメント、ストーカ
ー行為など女性をめぐる各種人権問題

相談員 大阪府人権擁護委員連合会の人権擁護
委員（女性の人権問題に詳しい人権擁
護委員が担当します）

〈問い合わせ〉大阪法務局人権擁護部第三課
〈問い合わせ〉106（6942）9492

女性の人権ホットライン
強化月間

ゼロナナゼロのハートラインナビダイヤル

○
大
阪
府
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
で
は
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
が
無

料
で
借
金
問
題
の
法
律
相
談
に
応
じ
ま
す
。
い
ず
れ
の
会
場
で
も
相

談
可
能
。

○
相
談
日
時

12
月
６
日（
日
）
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
。

○
12
月
７
日（
月
）、
８
日（
火
）
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
。

○
１
件
あ
た
り
30
分
以
内
で
、
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
借
金
問
題
で
困
っ
た
ら
。
ま
ず
相
談
！
」

を
ク
リ
ッ
ク
。

○
予
約
の
受
付
開
始
は
、
11
月
６
日（
金
）
午
前
10
時
〜
。

サ
ラ
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
無
料
相
談
会

〜
借
金
問
題
は
解
決
で
き
る
！
ま
ず
相
談
し
よ
う
〜

実
施
主
体

開
　
催
　
日

開
催
場
所

予
約
・
問
合
わ
せ
先

大
　
阪
　
府

12
月
６
日

南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

富

田

林

市

12
月
７
、
８
日

富
田
林
市
役
所
　

河
内
長
野
市

12
月
７
、
８
日

河
内
長
野
市
役
所
　

松
　
原
　
市

12
月
７
、
８
日

松
原
市
役
所
　
３
階
相
談
室

羽

曳

野

市

12
月
７
、
８
日

レ
デ
ィ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

藤

井

寺

市

12
月
７
、
８
日

藤
井
寺
市
役
所

大
阪
狭
山
市

12
月
６
日

大
阪
狭
山
市
役
所
　

別
館
相
談
室

太
　
子
　
町

12
月
７
日

太
子
町
自
然
休
養
村
管
理

セ
ン
タ
ー
　
１
階
研
修
室

千
早
赤
阪
村

12
月
７
日

千
早
赤
阪
村
役
場
　

第
２
会
議
室

大
阪
パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所

【
大
阪
市
北
区
西
天
満
４
―
６
―
８
】

な
ん
ば
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

【
大
阪
市
中
央
区
難
波
４
―
４
―
１
】

大
阪
弁
護
士
会

12
月
６
日

千
里
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

【
豊
中
市
新
千
里
東
町
１
―
２
―
４
】

岸
和
田
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

【
岸
和
田
市
宮
本
町
27

―
１
】

大
阪
司
法
書
士
会
館

大
阪
司
法
書
士
会

12
月
６
、
７
日

【
大
阪
市
中
央
区
和
泉
町
１
―
１
―
６
】

８
日

司
法
書
士
会
相
談
セ
ン
タ
ー
堺

【
堺
市
堺
区
新
町
３
―
４
】

〈
問
い
合
わ
せ
〉
府
貸
金
業
対
策
課
　
1
０
６（
６
９
４
４
）６
１
０
７

大
阪
府

「
府
民
お
問
合
せ

セ
ン
タ
ー
」

ピ
ピ
っ
と
ラ
イ
ン

月
〜
金
　

午
前
９
時
〜

午
後
６
時

1
06（
６
９
１
０
）８
０
０
１

電
話
連
絡
が
困
難

な
人

5
06（
６
９
１
０
）８
０
０
５

月
〜
金
　

午
前
９
時
15
分
〜

午
後
８
時

1
06（
６
３
６
４
）１
２
４
８

月
〜
金
　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

1
06（
６
３
４
３
）６
０
９
９
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親学習講座参加者募集

高齢者インフルエンザ予防接種
（季節性インフルエンザ予防接種）

※新型インフルエンザワクチンではありません。
期間 平成22年１月30日（土）まで
場所 指定医療機関（千早赤阪村・富田林市・河南町・太

子町）
※指定医療機関以外での接種は全額自己負担になります。
対象 q65歳以上と、w60～64歳で心臓・じん臓・呼吸器

機能・ヒト免疫不全ウイルスによる疾患で障害者手
帳１級の障害がある人で、希望する人

費用 1,000円（医療機関の窓口で支払ってください）
備考　¡対象者への個別通知はしていません。

¡事前に予約など、各医療機関へ確認ください。
¡住所、氏名、生年月日が確認できる物を持参くだ
さい。

¡生活保護世帯の人は費用が免除されますので、事
前に健康福祉課まで申し出てください。

¡施設に入所中または病院に入院中の人は相談くだ
さい。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

麻しん・風しん予防接種
麻しん･風しん（ＭＲ）予防接種は、医療機関での個別

接種（無料）です。過去に麻しん風しんにかかったことが
明らかでない人は、予防接種を受けましょう。
ＭＲ３期および４期（平成20～24年度の５年間に限り実施）
は、旧制度で麻しん・風しんワクチンを１回ずつ接種した
人に２回目の接種機会を確保するものであり、１人あたり
の接種回数が計４回になるという制度ではありません。

予防接種 平成21年度の対象者 期　　間

ＭＲ２期
平成15年４月２日～
平成16年４月１日生

ＭＲ３期 平成８年４月２日～ 平成22年
（中学１年生相当） 平成９年４月１日生 ３月31日まで

ＭＲ４期 平成３年４月２日～
（高校３年生相当） 平成４年４月１日生

※ＭＲ１期の対象者および期間は１歳以上２歳未満です。
〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

場所 保健センター
対象 村内在住のおおむね40歳～65歳の人
定員 ５人（テーマ毎に初回の人優先、先着順）
※当日は村内団体からの申込者（10人程度）と一緒に行います。
費用 初回参加者は300円（参加２回目以降の人は150円）

※調理実習日は別途400円必要
申し込み期間 各教室とも定員になり次第締め切ります。
※テーマや内容が変更になる場合がありますのでご了承く
ださい。
※参加決定者には詳しい案内を後日送付します。
〈問い合わせ・申し込み〉
健康福祉課（保健センター）

そろスタ☆ヘルスアップ教室　参加者募集
健康づくりや生活習慣病予防をそろそろスタートしよう
かと考えているあなたに、テーマ別に栄養や運動について
わかりやすくお話しし、実践できるようサポートする教室
を毎月１回開催します。
男女を問わず、お気軽に参加ください。

テ　ー　マ 月日

11月24日
（火）

12月22日
（火）

平成22年
１月19日
（火）

午前
９時30分
～正午

午前
９時30分
～正午

午前９時30分
～午後１時頃

時　間

管理栄養士と考えよう！
「血圧が気になる

あなたの健康づくり」
～食事と血圧の関係～

運動を体験しよう！
「初心者でも楽しく身体を動かそう」

～室内でできる運動～

管理栄養士と考えよう！
「脂肪が気になる

あなたの健康づくり」
～脂肪を貯めない食生活～

運動を体験しよう！
「気持ちよく身体を動かすコツ」

～ウォーキングの基本など～

【調理実習】
「作って食べて健康づくり☆
「 何をどれだけ食べたらいいの？」

小さい子どもがいるとバタバタと過ぎていく忙しい毎日。
そんな中で「こんなときはどう対応したらいいのかな…」
と思うことはありませんか。子ども自身が自分で考えて行
動していけるように、また、自分自身を大切にできるよう
に育てていくためには幼児期にどんな関わり方をすればい
いか。だれにでも当てはまる答えというものはありませんが、
ちょっとしたヒントはあります。日頃の子育てをちょっと
振り返ってみましょう。
日時 12月17日（木）午前10時～11時30分
場所 保健センター
対象 乳幼児をもつ保護者
定員 30人（初めて参加する人優先、子どもの保育は15人

先着順）
費用 無料
受付 11月２日（月）～定員に達するまで
〈問い合わせ・申し込み〉健康福祉課（保健センター）
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けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069

日時 11月４日（水）午後１時30分～３時30分
場所 富田林保健所　１階　多目的室
内容 エレクトーン演奏による音楽療法

「みんなで楽しく歌いましょう」
対象 特定疾患受給者証または登録者証をお持ちの人
〈問い合わせ・申し込み〉大阪府富田林保健所
〈申し込み・問い合わせ〉1@32681 5@47940

難病患者・家族交流会

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

４か月児健康診査 午後１時 平成21年

11月25日（水）
～１時10分 ６・７月生

１歳児健康診査 午後１時15分 平成20年
～１時25分 10・11月生

な か よ し 広 場 11月10日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入

（親と子の交流会） 11月18日（水）～11時30分 園前の乳幼児と
12月２日（水） 保護者

あかちゃん広場 午前10時 ０～１歳頃まで
（交流会･遊び･相談）

11月18日（水）
～11時30分 の乳幼児

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 11月24日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 11月27日（金）１時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善したい人

保
健
セ
ン
タ
ー

1
&2
０
０
６
９

※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）。

健康診査＆相談など

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考
富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

午前
こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制

～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

・クラミジア 水曜日 ～２時

血　液　検　査 午前 無料・予約制
［肝炎ウイルス］

第３水曜日 ９時30分～（先着順）
10時30分

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

★相談や検査に関するプライバシーは守ります。

肝炎ウイルス検診 予約受付中
12月21日（月）まで
12月末まで

①平成21年度中に満40歳となる人
②平成21年度中に満41歳以上で過去に肝炎
ウイルス検診に相当する検診を受けた事
がない人
③特定健診などにおいて肝機能検査に異常
がある人

①Ｃ型肝炎ウイルス検査
ＨＣＶ抗体検査
ＨＣＶ抗原検査（必要な人のみ）
ＨＣＶ核酸増幅検査（必要な人のみ）
②Ｂ型肝炎ウイルス検査
ＨＢｓ抗原検査

400円
※受診料の免除について
◎検診当日満70歳以上または生活保護世帯
に属する人は、受診料の免除が受けられ
ますので、必ず申し込みの際に申し出て
ください。
◎非課税世帯に属する人は、受診料の免除
が受けられますので、保健センターで用
紙を受け取り、役場税務課で事前に確認
書（無料）を発行してもらい、申し込み
時に保健センターへ提出ください。
※受診料支払い後に、免除を申し出た場合、
受診料の返還はできませんので注意くだ
さい。

申し込み期間
検診実施期間

対　　　　象

内　　　　容

受　診　料

委託医療機関
①村国保診療所（保健センター内）
②村国保千早診療所
③やすらぎ会　植田診療所

成人歯科健康診査 予約受付中
申し込み期間 12月21日（月）まで
健診実施期間 12月末まで
委託医療機関 村指定医療機関（富田林歯科医師会管内）
対　　　　象 ６月30日現在40・50・60・70歳の人

内　　　　容 問診・口腔内診査・歯周疾患検査・口腔衛
生検査・保健指導

受　診　料 無料

ジフテリア・破傷風予防接種
ジフテリア・破傷風（ＤＴ）予防接種（２期）は、医療

機関での個別接種（無料）です。

予防接種 対象者および期間
ＤＴ（２期） 11歳以上13歳未満

〈問い合わせ・申し込み〉健康福祉課（保健センター）

〈問い合わせ・申し込み〉健康福祉課（保健センター）

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）
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がんばりました
●第27回千早赤阪村空手道選手権大会●

９月23日、Ｂ＆Ｇ会長杯空手道選手権大会兼小野派
糸東流第27回千早赤阪村空手道大会が海洋センターで
開催されました。
当日、25団体410人が参加し熱戦が繰り広げられ形

試合、組手試合に村の選手40人が参加し健闘しました。

食
欲
の
秋
、
お
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
）
も
お
い
し
い
季

節
で
す
が
、
健
康
の
た
め
に
は
そ
の
飲
み
方
に
ち
ょ
っ

と
し
た
注
意
が
必
要
で
す
。

私
の
学
生
時
代
、
あ
る
教
官
か
ら
聞
い
た
印
象
的
な

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
ア
ル
コ
ー
ル
は
唯
一
口

か
ら
摂
る
こ
と
の
で
き
る
有
機
溶
剤
で
あ
る
」つ
ま
り
、

広
い
意
味
で
ア
ル
コ
ー
ル
は
シ
ン
ナ
ー
や
ト
ル
エ
ン
な

ど
の
有
機
溶
剤
の
一
種
で
あ
り
、
一
旦
摂
取
す
る
と
無

毒
化
に
す
る
た
め
に
肝
臓
に
大
き
な
負
担
の
か
か
る
物

質
な
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
「
酒
は
百
薬
の
長
」
と
も
い
わ
れ
、
適
量

の
ア
ル
コ
ー
ル
は
精
神
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
動
脈
硬

化
を
防
い
だ
り
、
血
圧
を
下
げ
た
り
す
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
適
量
、
す
な
わ
ち

男
性
な
ら
エ
タ
ノ
ー
ル
に
換
算
し
て
30
p
相
当
（
日
本

酒
で
１
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
び
ん
１
本
、
焼
酎
な
ら
１

２
０
p
）
以
内
と
い
う
量
で
の
話
で
す
。

な
お
、
も
と
も
と
お
酒
の
飲
め
な
い
体
質
の
人
は
少

し
の
ア
ル
コ
ー
ル
で
も
毒
で
す
か
ら
、
無
理
に
飲
ま
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

適
量
を
超
え
る
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
を
続
け
て
い
る
と
、

ま
ず
起
こ
る
の
が
「
脂
肪
肝
」
と
い
う
病
気
で
す
。
こ

れ
は
肝
臓
の
細
胞
に
脂
肪
が
た
ま
っ
て
腫
大
し
、
肝
臓

の
血
行
が
悪
く
な
っ
た
状
態
で
す
。
血
液
検
査
を
す
る

と
γ
（
ガ
ン
マ
）―
Ｇ
Ｔ
Ｐ
が
高
く
な
る
の
が
特
徴
的

で
、こ
の
時
点
で
は
自
覚
症
状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
状
態
を
改
善
す
る
に
は
約
１
か
月
間
の
禁
酒
が
効

果
的
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
ア
ル
コ
ー
ル
の
量
が
増
え
て

い
け
ば
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
硬

変
な
ど
の
入
院
の
必
要
な
病
気
へ
と
発
展
し
て
し
ま
い

ま
す
。

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
痛
風
な
ど
の
持
病
が
あ
る
人
に

も
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
り
方
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
原

則
と
し
て
、
こ
う
い
っ
た
持
病
が
き
ち
ん
と
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
て
い
る
場
合
だ
け
、
は
じ
め
て
適
量
の
ア
ル

コ
ー
ル
が
許
さ
れ
る
と
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
。よ

く
焼
酎
な
ら
体
に
良
い
と
考
え
る
人
も
い
ま
す
が
、

必
ず
し
も
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
焼
酎
は
カ
ロ

リ
ー
が
低
く
、
痛
風
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
プ
リ
ン
体

と
い
う
物
質
が
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
な
い
利
点
は
あ

り
ま
す
が
、
エ
タ
ノ
ー
ル
濃
度
は
高
い
た
め
、
飲
み
過

ぎ
る
と
、
す
ぐ
に
適
量
を
オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
う
か
ら

で
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
た
し
な
ま
れ
る
人
は
年
に
２
〜
３
回

は
、
ぜ
ひ
血
液
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
に
伴
う
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
場
合
は
、
自
ら
禁

酒
・
節
酒
を
し
て
い
た
だ
く
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
少
し
で
も
長
く
お
酒
、
人
生
を
楽
し
む
た

め
に
も
。

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所
　

医
師
　
大
澤

佳
代

『
酒
は
飲
ん
で
も
飲
ま
れ
る
な
』
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234
Mihara Kayoko

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

森屋　ぬくとう　あかり ちゃん

（ 抽　冬　　　明　莉　）

平成20年11月16日生まれ

千早 ぬくとう　やまと くん

（ 抽　冬　　　大　和　）

平成18年１月15日生まれ
抽冬家のホープ！！二人の笑顔が大好きだよ。

父・将典さん、母・亜矢子さん

小吹 三 原　 加代子 さん
＜19歳　さそり座＞

近況は・・・
阪南大学　国際コミュニケーション学部　国

際コミュニケーション学科で英語を中心に勉強
しています。
趣味は・・・
買い物です。
バイトの給料で服などのショピングが私のス

トレス発散方法です。
夢は・・・
ブライダルプランナーか、アパレルで働きた

いです。そのために、今やるべきことを考え中
です。
最近、楽しいと思ったことは・・・
村の友達５人で、沖縄へ旅行に行きました。
来年から就職する子が多いですが、何年後も

今と変わらず、時々集まって一緒に笑いあいた
いです。
思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・
自然がいっぱいで夜は星がきれいなところが

大好きです。
来月号は・・・
同級生の石橋拓也くんです。
石橋くんへメッセージを・・・
また、遊びましょう。

東阪　やた　しょうま くん

（ 矢　田　　　祥　磨　）

平成21年５月４日生まれ
元気でやさしい男の子になって欲しいな。
パパもママも祥磨の笑顔が大好きです。

父・哲也さん、母・友規子さん

2歳の時、兄と
の写真です。
この時の写真で
はめずらしく、
変顔をしていま
す。
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名　　　　　　　称 連　　絡　　先 実　施　日 時　　　間
休日診療所　1@81333

富田林市向陽台1－3－38
内科・歯科

休日診療
日曜日・祝日
年末年始（12月29日
～１月３日）

受付
午前９時～11時30分
午後１時～３時30分

午後８時～翌朝８時365日

富田林病院　1@91121（代表）
富田林市向陽台1－3－36

小児科

富田林市消防署　1@51122小児急病診療（当番病院紹介）
♯8000（携帯電話・NTTプッシュ回線利用の場合のみ）

106（6765）3650
365日 午後８時～翌朝８時

106（6761）1199
大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況紹介）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうか判断の参考に）

365日

http://kodomo－qq.jp/「こどもの救急」ホームページ（受診するかどうか判断の参考に）

24時間対応

休
日
・
夜
間
の
医
療
機
関
な
ど

不動産登記無料相談

防衛省自衛官

「ちはや星と自然のミュージアム」
イベントのご案内

南大阪駅伝競走大会
参加チーム

12月18日（金）
午後１時～４時

場所 千早赤阪村保健センター
３階研修室

相談内容 口頭による所得税、相続税
や贈与税などの国税に関す
る相談

相談時間 １人　30分程度
予約 電話申込みによる先着順
〈問い合わせ・申し込み〉

近畿税理士会富田林支部事務局
1@56250

（月～金曜日・午前９時～午後４時）

土地の分筆、地積更正、建物の新
築・増築の登記や、売買、贈与、相続
など、不動産の登記に関するあらゆる
相談に司法書士・土地家屋調査士が応
じます。
日時 11月６日（金）午後１時～４時
場所 役場第２会議室
主催 大阪土地家屋調査士会南河内支

部、大阪司法書士会堺支部
〈問い合わせ〉総務課

募　　集

この大会は、南河内地域（６市２町
１村）に住む人たちにスポーツを振興
し、その普及発展とアマチュアスポー
ツ精神の高揚を図り、あわせて青少年
の健全な育成を願って開催されます。
月日 平成22年２月７日（日）
場所 パーフェクト・リバティー教団

（ＰＬ）本庁内コース
対象 南河内地域に在住・在勤・在学

の中学生以上の人
区間 ６区間
費用 １チーム3,000円（保険料含む）
受付 11月27日（金）までに費用と印鑑

を持参し、海洋センターへ申し
込みください。

〈問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

〈陸上自衛隊高等工科学校生徒〉

高校同等教育

¡防衛大学校、航空学生などへの進学
機会あり

¡高卒資格取得
国家公務員の身分と待遇

¡期末手当年２回
¡週休２日制
¡年末年始および夏期休暇、年次休暇
¡被服類、寝具、食事、宿舎費は無料
「学び」が仕事
¡技術分野における陸曹を養成、将来
の幹部自衛官へ
応募資格

¡日本国籍を有する中卒（見込含）か
ら17歳未満の男子
受付期間

¡11月１日（日）～22年１月８日（金）
〈問い合わせ・申し込み〉

自衛隊富田林地域事務所
1@43799

催　　し

落ち葉を貼って作る壁かざり

落ち葉や木の実を板に貼り付けて、
オリジナルの壁飾りを作ります。

日時 11月３日（水・祝）
午後１時～２時30分

定員 15人
参加費 500円
服装 動きやすく、多少汚れても良い

もの
落ち葉染め体験

紅葉した金剛山を散策しながら、地
面に広がる落ち葉をかき集めて、シル
クのスカーフを秋の色に染めあげよう。
日時 11月15日（日）

午前11時～午後３時
定員 30人
参加費 500円
材料費 シルクスカーフ

１枚　2，000円
持ち物 昼食、ビニール手袋、エプロ

ン
服装 動きやすく、多少汚れても良い

もの
すばるとアンドロメダ銀河を探そう

晩秋の空に見えるすばるとアンドロ
メダ銀河を探そう。大阪で一番高い金
剛山から、口径40bの望遠鏡をのぞい
てみませんか
日時 11月21日（土）

午後７時30分～９時
定員 30人
参加費 500円
持ち物 懐中電灯
服装 充分に温かい防寒着を着用して

ください。
※参加に際しては宿泊が必要（宿泊費
は別途）となります。

〈問い合わせ〉

ちはや星と自然のミュージアム
1&40056

〈宿泊・問い合わせ〉

香楠荘　1&40321

金剛山キャンプ場　1&40056
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平
成
21
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
８
期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
21
年
11
月
30
日（
月
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
11
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所 午前診 B～F 午前９時～正午
午後診（火・金）午後４時30分～６時30分

（土・日・祝・休診）

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

固定資産税第４期分の
納期限は11月30日です

個人事業税（第２期）の
納期限は11月30日です

国民健康保険

国民健康保険被保険者証は、11月１
日（日）から新しい保険証になりました。
旧保険証は使えません。10月末までに
簡易書留で送付していますので、まだ
お手元に届いていない人は、早急に問
い合わせください。
〈問い合わせ〉保険課

国民健康保険の加入者が、お子さん
を出産したときに支給される出産育児
一時金について、10月から、原則とし
て村から病院などに出産育児一時金を
直接支払う、直接払制度が導入されま
した。
今後は、原則42万円の範囲内でまと
まった出産費用を事前に用意しなくて
もよくなりました。
※出産費用が42万円を超える場合は、
その差額分は退院時に病院などにお
支払いください。また、42万円未満
の場合は、その差額分を村に請求す
ることが出来ます。
※直接払制度の利用を希望されない場
合は、従来の支払方法（出産後の事
後払い）の利用も可能です。（ただ
し、出産費用を、病院などにいった
んご自身でお支払いいただくことに
なります。）

〈問い合わせ〉保険課

税

最寄りの金融機関で納期限までにお
納めください。納税には、便利で安心、
そして安全な「口座振替」の利用をお
すすめします。
〈問い合わせ〉

南河内府税事務所事業税課
1@51131

税金は期限内に納付してください。
なお、村・府民税第１～３期分およ

び軽自動車税の未納がある場合は、あ
わせて納付してください。
〈問い合わせ〉税務課

教育委員会

来年度小学校に就学する予定の人を
対象に就学前の健康診断を行いますの
で受診してください。
受診場所および日時

¡赤阪小学校
11月５日（木）午後１時30分～

¡千早小吹台小学校
11月５日（木）午後１時30分～

対象

平成15年４月２日から平成16年４月

１日までに生まれた人
〈問い合わせ〉

学校教育課　1&21300

福　　祉

私たちの身近には、さまざまな事情
で家族と離れて生活しなくてはならな
い子どもたちがいます。そのような子
どもたちを家庭に受け入れて、深い愛
情と理解をもって育ててくださる人々
を里親といいます。
里親には、q一定期間育てる（養子

縁組を希望される場合も含め）「養育
里親」、w施設入所中の子どもを週末
や夏休みなどに迎える「短期里親」、
e両親死亡などのため三親等内の親族
で育てる「親族里親」、r虐待などで
心身の傷ついた子どもを豊かな専門知
識と経験を活かして育てる「専門里親」
があります。
子ども家庭センターでは、子どもた
ちを明るく健やかに育てていただける
里親家庭を募集しています。里親にな
るには一定の要件や手続きが必要です。
詳しくは下記へ問い合わせてください。
〈問い合わせ〉

大阪府富田林子ども家庭センター
地域相談課　1@51172

相　　談

近畿税理士会富田林支部では、「税
務相談センター」を開設し、国税に関
する税務相談を無料で実施します。
日時 11月18日（水）

就学前の健康診断

あなたも里親に

届きましたか
国民健康保険被保険者証

出産育児一時金の直接払
制度について

税理士による無料税務
相談センターを開設

府税マスコット「タッピー」



この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談
11月５日（木）・19日（木）
12月３日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

11月５日（木）
12月３日（木）児　　童

11月19日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪、小吹
中津原、森屋

川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

11月３日（火）
６日（金）・10日（火）
13日（金）・17日（火）
20日（金）・24日（火）
27日（金）
12月１日（火）

11月19日（木）

11月25日（水）

11月17日（火）予定

11月27日（金）予定

11月30日（月）予定

11月12日（木）
26日（木）

11月４日（水）
12月２日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,399人（－８）

男　　3,033人（－７）

女　　3,366人（－１）

世帯数　2,375戸（＋１）

９月末日現在、（ ）は対前月比
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下赤阪の棚田を2,000個の灯ろうで浮かび上らせ幻想的な風景を作りだします。
日　時 11月7日（土）雨天時8日（日）

点灯時間　午後4時50分～7時50分（約3時間の予定）
会　場 下赤阪の棚田（村立中学校の西側、下赤阪城跡周辺）
※駐車場（運動場）はありますが狭小ですので乗り合わせでお願いします。
※会場については立入禁止区域を設けますのでご注意ください。

大阪ミュージアム構想特別展・棚田ライトアップ事業 

～ 棚田夢灯り ～ 
大阪ミュージアム構想特別展・棚田ライトアップ事業 

～ 棚田夢灯り ～ 

大阪府では11月を山に親しむ推進月間としており、今年はスタンプラリーを開催
します。
スタンプと台紙は、金剛山頂の香楠荘や、ちはや星と自然のミュージアムなど9カ

所のスタンプ設置場所を訪れるか、11月8日に金剛山で同時開催される金剛山山地
美化キャンペーンと金剛生駒紀泉ハイキングなど、10の関連イベントに参加すると
ゲットできます。台紙は南海高野線・近鉄南大阪線の主要駅でも入手できます。
期間 10月31日（土）～11月29日（日）
主催 南河内地区森づくりサポート協議会
〈問い合わせ〉大阪府南河内農と緑の総合事務所・地域政策室
〈問い合わせ〉1 1131 平日午前9時～午後5時30分
〈問い合わせ〉大阪府ピピッとネット（http://www.pref.osaka.jp/annai/）

おおさか「山の日」スタンプラリー
in 南河内 2009

年末年始の閉庁を、これまでの「12月30日～1月4日」から「12月29日～1月3
日」に変更します。
年末年始の閉庁については、全国の自治体の大半が国と同じ12月29日～1月3日

で、富田林市・太子町・河南町とともに、国・府と同じに変更します。
〈問い合わせ〉秘書政策課

年末年始の業務日が変わります年末年始の業務日が変わります

歴史講座案内

時間　午後2時～3時30分　　場所 くすのきホール2階会議室
〈問い合わせ･申し込み〉社会教育課　1 1300

講　　　師
奈良大学大学院
元大東市歴史資料館
学芸員

竹下　繭子 氏
元興寺文化財研究所

佐藤　亜聖 氏
大阪大谷大学教授

中村　　浩 氏
奈良大学名誉教授

水野　正好 氏

内　　　　容

『唐代の弥勒像　－権力の造形、庶民の造形－』

『石造物研究の最前線　－石からみた国際交流－』

『博物館へのいざない　東アジア編（韓国・台湾）』

『古代河内の土地開発』

月　日

11月27日（金）

12月16日（水）

平成22年
1  月15日（金）

2  月18日（木）

○ 72

○ 25




